
うめきた専門委員会

２０１２年度 活動報告 趣旨

うめきたは、この４月に１期のグランドオープンを迎え、２期開発への期待が

高まっている。

関西経済連合会としては、うめきた２期開発は、高いポテンシャルを最大限活

用し、究極の「ハイエンド」都市を目指していくべきであると考えており、

○良質な都市空間としての新たな緑地

～機能性を有した美しい緑地、淀川～中之島へ波及する緑地

○高度な都市機能を集積した持続可能な都市

～官民協働で築く強靭なBCP連携拠点

の両輪を備えた開発とするべきであると提案する。

また、うめきた開発を「伸びゆくまち」として位置づけ、御堂筋や中之島等他

地域へと波及効果を広げ、相乗効果を生み出しながら、関西全体の長期的

かつ広域的な成長・発展へとつなげていくことが必要である。

そのためにも、官民連携を一層強化し、２期開発スタートに向けた具体的な

動きを加速していくことを求めたい。
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